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◎ フ゜ログラム• ノート

ー． 
科学計算用 FORTRANライプラリー一覧表 (NEC提供）

注
．
．
．
 

1

2

8

 

センターでのチェックは完了していないから使用に際しては各自よく検討されたい。

リストおよびカード・デックはセンターに準備している。

ドラム用ライプラリ 7を除外している。

No. ライプラリー名
＼ 

内 容

．

．

．

 

1

2

&

4

 

線型 計 卵

MINVSP 

MINVSR 

MINVSD 

MLNEQ 1 

逆行列 (I)

逆 行 列 (II)

逆行列 (III)

連立一次方程式 (I)

．． 

5

6

 

MLNEQ 2 

MLNEQ 3 

．． 

7

8

 

．
．
 

9

0

1

 

1

1

 

9パ MDETRM

MARTH 

MSCLR 

MPRDCT 

MEIGNJ' 

12. MEIGNP 

II ー
高次代数方程式

ALGEQ 1 

2. ALGEQ 2 

．
．
 

皿

1

2
，
 

3. 

数 値 積 分

, INTEG 1 

INTEG 2 

lNTEG 3 

．
 

W

ー

微分方程式

DIFEQ 1 

2. DIFEQ 2 

3. DIFEQ 3 

連立一次方程式 (JI)

連立一次方程式 (III)

fj- 列式

行列要素の四則演邸

スカラーと行列の乗卵

行列の乗卵

固有値，固有ベクトル

固有値，固有ベクトル

実係数一元高次代数方

廂且云¥(I) 

実係数一元高次代数方

程式 (II)

数値梢分 (I)

数値積分 (II)

数値積分 cm)

連立常微分方程式 (I) Y'i=fi (x, Yi, ... y,,), (i=l, ... , n)なる常微分

方程式を Runge-Kutta-Gillの方法で解く。

連立常微分方程式 (II) Y'i =fi (x, Yi, ・・・Yn), (i=l, ... , n) -なる常微分

方程式を Milneの方法で解く。
會•

初期条件 Yi(Xo)で y'=f(x, y) (i=l, ... , n) 

なる常微分方程式を Runge-Kutta法により解く。

常微分方程式

掃出法により逆行列を求める。

階数減少法で逆行列を求める。

分割法により逆行列を求める。

AX=B (A, B, Xは行列で A: n X n, B : n X 1, 

X: nxl)なる連立一次方程式を Gauss-Seidelの

方法で解く。

連立一次方程式 BX=Cを消去法で解く。

AX=Bなる連立方程式を三角行列を利用して消

去法で解く。 （磁気テープを用いる。）

掃出法で，行列式の値を求める。

行列の各要素ごとの加，減，乗，除，を行なう。

（スカラー） X(行列）

（行列） X(行列） (AXB→ C) 

ヤコビの方法により全ての固有値および固有ベク

トルを求める。

累乗法により，絶対値最大の固有値と，それに対

応する固有ベクトルを求める。

Bairstow法によって実係数一元高次方程式の根

を求める。

Bairstow法の変形である McAuley法によって

実係数，一元高次方程式の根を求める。

与えられた関数の Simpson公式による積分

GAUSS公式により与えられた関数の数値積分を

行なう。

Chebyshevの多項式を積分する方法で与えられた

関数の数値積分を行なう。
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No. / 

＇ 

ライプラリー名 内 容

V 特殊関数

1. BESIKO Bessel関数

Io(X), K。(X)

9i 
BESIK 1 Bessel関数

li(X), K1(X) 

VI 補間• 平滑化

1. IPOLAT 補 間

2. SMOOTH データの平滑

Vll 統 計

•••••• 1

2

3

4

5

6

7

 

VARAL 1 

VARAL 2 

VARAL 3 

VARAL 4 

VARAL 5 

VAJ:~AL 6 

CORAL 1 

分 散 分 析 (I)

ク}1枚ク｝札斤 (II) 

分 散 分 析 (ill)

分 散 分 析 (IV)

分散 分 析 (V)

分散 分 析 (VI)

相関分折 (I)

8. CORAL 2 相閲分析 (II)

珊その他

1. RANDM 1 

2. RANDM 2 

様 乱 数

正規乱数

3. PLOT プロッティング

Bessel関数 Io(X),K。(X)を求める。

(I) M~O ならば， K。(X) が求まる。 X>2 な

ら漸近展開を使用

2;;;:;X>Oなら級数展閲を使用

(II) M>Oならぼ， Io(X)が求まる。

X>3.75なら漸近展聞を使用

3.75~X;;;:; ー3.75なら級数展閲を使用

Bessel閲数 I,(X),K,(X)を求める。

(I) M:;:;;Oならば氏(X)が求まる。

X>2なら漸近展開を使用

2~X>O なら級数展聞を使用

(II) M>Oならば I1(X)が求まる。

X>3.75なら漸近展閲を使用

3.75~X~ ー3.75なら級数展I屑を使用

X とその函数値f(x)のテープルを用いた，

Lagrangeの方法による補間

観測誤差をもつ観測値の相続< n個を順にとっ

て， 2次式を最小自乗法であてはめ，観測値の平

滑化を行なう。

二元配骰法による分散分析

一元配骰法による分散分析

乱塊法による分散分析

ラテン方格法による分散分析

グレコ・ラテン方格法による分散分析

つりあい型不完全配備法による分散分析

二次元の相関分析に使用出来るように，相関係数

t分布，正規分布および母相関係数の9596信頼区

間の上限および下限の値を計邸する。

札l閲係数の差の検定のための正規分布の値を出力

する。

乗邸型合同法により一様乱数を発生する。

(Lehmerの方法）

一様乱数と一定の数表によって正規乱数を発生す

る。

与えられた条件の下で，曲線を近似する点を， L 

P用紙上に印字するために， その位置を定める）レ

ーチン
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2. FORTRAN比較表ーI i 1 

I'NEACシリー HITAC 5020 IBM 7090/70941IBM 7090/70941UNIVAC 1107: 
ズ 2200
FORTRAN K HARP FORTRAN IV FORTRAN II FORTRAN rvl 

I I 
INTEGER i O O I O O 0 

- -

機 能

REAL O O O O 0 

デ
COMPLEX O O O QA 0 

I 
タ LOGICAL . 0 0 1 O O O 

DOUBLE LENGTH 
'INTEGER X O** X X X 
ター一DOUBLE PRECISION 

REAL 
Q Q Q QB 

ィ—-- - - ---------- - 0 
DOUBLE PRECISION 

。 COMPLEX X O** X X X 
フ—------ ! 

QUADRUPLE PRECISI-
ON REAL X O**'X  X X 

数式ステートメント o I o o o o 

論理式ステートメント Q Q Q QC Q 

-----、- -----、一、—---- -- --、----ー- --

GO TO n O O O O 0 
-ヽ---- - -、- -

GO TO (n,・--, n,), i O O O O 0 
--- -一巫—------ ---- - -

IF (e) n,, n2, ll3 0 0 0 0 0 

IF (e) S O O O X 0 
- ----- ----- —一ー--—--

DO n l=m1, m2, m3 0 0 0 0 0 
- - ---

DOの拡張領域 0 Q X X Q 
.. --、--------、-- -- - - --、、一

CONTINUE 0 0 0 0 O 
---------------- --

CALL SUB 0 0 0 0 O 
-、一、＿心—-- -- - -、一、-------

CALL SUB (a1, ・ ・ ・, an) 0 0 0 I O 0 
.. - ---- ---------------、- -------

STOP 0 0 0 0 0 
---

octal octal octal octal 
n.s;.:777777 n.S.:.:177777 n.s;.:77777 n.S.:.:77777 0 

ヽ一

STOP n 

RETURN 0 0 0 0 O 
---

RETURN i X X 0** X 0** 
-- - --—--- -

RETURN o X X X X 0** 
- - - - --- - -- -

GO TO i, (n,, …， nu) 0 0 0 0 0 

ASSIGN k TO i 0 0 0 0 0 I 

PAUSE I O O O O 0 
ー-------------- - ---- ---- --

PAUSE n 
octal octal octal octal 

n.S.:.:777777 n.S.:.:177777 n.S.:.:77777 n.S.:.:77777 0 
--- --- -ヽ～
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機 レ
ム

ll

HITAC 5020 

HARP 

k 

WRITE (u, f)-k 

READ (u) k 

WRITE (u) k 

READ INPUT TAPE 
u, £, k 
WRITE OUTPUT TAPE 
u, f, k 

READ TAPE u, k 

WRITE TAPE u, k 

ヵ/READ f, k

: Ji三：tk::~-n, -
BACK SPACE u 

END FILE u 

READ DRUM v, k 

WRITE DRUM v, k 

READ DRUM PROCEED 
V, k 
WRIT鱈 RUMPRO蒻 ED
V, k 

CALL DMTEST (i) 

0
 10
 

0
-
0
 

゜ ゜
X 

入

出
二

緑

0

0

 0
 0
1
 0
-
0
-
X
0
 

一

゜
X 

x
 

X x
 

X 

メ

ン

卜

0
-
0
-
0
-
X
-
X
 
x
 

緑

緑

終

0
-
0
-
0
 0
 0
 0
 

＊
 

＊
 

0
-
0
-
0
 1
0
 

0
-
0
 

x
-
X
 

X ,.x 

X 0** x
 

X X 

F
 
E
 

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
指
定
と
改
行
命
令

D
-
G
 スケー nP 

II nQ 

A
-
H
 

E
 

0
-
0
 IOI 0
-
0
-
0
-
X
 

0
-
0
-
0
 

0
-
0
-
0
-
0
 

0
-
0
-
0
-
0
 

0
-
0
-
0
 1
0
 X X X 

0
-
L
 

X 

T 

Character String 

゜
x
 

X X x
 

lHl 

lH△ 

lHO 

lH+ 

1H2-9 
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NEACシリー HIT AC 5020 IIBM 7090/7094 IBM 7090/7094 UNIV. 107 
機 能 ズ 2200

＇ F0RTRANK HARP l:'Vぷ .l lV l'VKl II IFORT IV 

DIMENSION A (i), B (i) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜次元 3 3 7 ** 3 7** 

Adjustable array 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜COMMON 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜COMMON/lblja, b, c 

゜ ゜ ゜
X 

゜ス EQUIV ARENCE 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
ペ
シ EXTERNAL 

゜ ゜ ゜
X 

゜
フ
ィ タイプステートメント

゜ ゜ ゜
X 

゜ケ
I IMPLICIT 0** X X X X 
シ
ヨ DRUM DIMENSION X O** X X X 

ン
DRUM COMMON O** ． X X X X 

ス
テ
I デター イニシャリゼ

゜ ゜ ゜
X 

゜
卜 ション
メ
ン
卜 FREQUENCY X X 0** X X 

ABNORMAL X X X X 0** 

そ
END 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜の
END Cir・・, iis) X X X 0** X 

他

I 

CALL OVERFL Ci) 

゜ ゜ ゜
X 

゜CALL DVCHK (j) 

゜ ゜ ゜
X 

゜CALL SLITE (n) 

゜ ゜ ゜
X 

゜ノ‘ CALL SLITET (n, j) 

゜ ゜ ゜
X 

゜I CALL SSWTCH (n, j) 

゜ ゜ ゜
X, 

゜
ド
ゥ
工

ァ IF ACCUMULATOR 
X 

゜
X 

゜ ゜
． OVERFLOW n n2 
I 

IF ¥,lOUVVTERrnFNLT OW n, n2 F X 

゜
X 

゜ ゜． 
ス IFDIVIDE CHECK n1, n2 X 〇ヽ X 

゜
。

テ IF (. IGHT i) o・ 

゜ ゜
I 

IF n(S1, EnN2 SE ::;wn畑）

X X 

卜
メ n, n2 X 

゜
X 

゜ ゜ン
卜 SENSE LIGHT i X 

゜
X ＼ 

゜
'0  
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サ
プ
プ'
ロ
グ
ラ
ム. 
ス
テ
I 
卜
メ
ン
卜

デ
ノゞ

ツ

ギ
ン
グ． 
そ
の
他
の
ス
テ
I 
卜
メ
ン
卜

NEACシリー HITAC 5020 
機 ムflヒeo ズ 2200

FORTRAN K HARP 

ステートメント関数

゜ ゜関数サプフ゜ログラム

゜ ゜Intrinsic閲数

゜ ゜Basic external関数

゜ ゜
サプルチン・サププログラ

゜ ゜
ム

ENTRYステートメント X X 

BLOCKDATA 

゜ ゜
CALL DUMP (a, b, fi) 

゜
X 

CALL PDUMP (a, b, fi) 

゜
X 

CALL MDUMP(a, b, fi) 

゜
X 

BEGIN TRACE k 

゜
X 

END TRACE k 

゜
X 

BEGIN FLOW 

゜
X 

END FLOW 

゜
X 

DEBUG VALUE n1, n2, a X 

゜DEBUG FLOW n1, n2 X 

゜DEBUG DUMP n1, a1・" X 

゜DEBUG TERMINATE n X 

゜
CALL CLOCK (i) xo 

゜CALL CHAIN (R, T) X X 

CALL EXIT 

゜
X 

CALL REREAD (i) 

゜CALL PRhl t, UR  

゜
(U, ・symu・) 

注） A カラム 1nlをパンチすることにより使用可能

B カラム lnDをパンチすることにより使用可能

C Boolean数式ステートメント

D externalな組込み関数として使用可能：

E 昭和44年 3月より改訂の予定

F 昭和43年11月より改訂の予定

＊＊ その FORTRAN特有のもの

- 36 -

IBM 

FORTRAN IV 

゜゚
゜゚
0゚** 

゜

゜゚
X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

゜

FORTRAN II 

゜゚
゜゚

゜X 

X 

゜゚
X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

0** 

゜

し:uN

IFORTli 

C 1107 

AN IV 

（ 
I 

（ 

C 

（ 

C 

＞ 

＞ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 



3. FORTRAN比較表ーIl

項 目
NEACシリーズ 2200 I HITAC 5020 IBM 7090/7094 

FORTRAN K HARP FORTRAN IV 

1) エレメント式関係

48文字 47文字 47文字

使 用 文 字
0-9, A-Z, FORTRAN K から，： FORTRAN K から，：

△, +, ー，＊，／，（，） を除く を除く
. ,',=, :, 通貨記号

5つのタイプ 8つのタイプ 5つのクイプ

｛嘉複論贔索理数塁型型f謁虹麟

FORTRANKに加えて FORTRAN K と同様
デ ー タ ー の型

｛り倍嘉精鸞度喜複胃索数数型型

character string社 可 不可 不可

整 数 三223_1 三231_1 三235-1

精
倍 長 整 数 三263-1

仮数 三23s_1 三2'3-1 s:;221 -1 

実 数

指数 -616三e三616 -38三e三38 -38三e三38

度 '' '● "' ""  — , , _____ , — ーバ

倍 精度 仮数 三270-1 三zss_l ぐ254-1

実 数 指数 -616:S:e三616 -38三e三38 -29二e三38

*2 

4倍精
仮数 三2119_1 

ー"

度実数
指数 -38二e三38

すべてのタイプと結合 Same type Same type 
演四 則 邸

可能

I ＇腐`r,o闊mnllee,x 腐c,o悶mnlleex、 rouble } 
混

（＋，ー，＊，／） real (OP) 
complex 

＾ ロ

all type * * integer alltype * * integer HARPと同様
巾 乗

tteger} real } 『;：~IJ* * {二~ie}演 (* *) real * * 
double double 

罫 (integer (integer integer (OP) integer HARPと同様

l臭l 係 式 ・(OP) !real 

rdeoaul ble }(OP)rdeoaul ble } ldouble 
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項 目
NEACシリーズ 2200 HITAC 7090/7094 

I FORTRAN K HARP FORTRAN IV 

I : 2) Assignmentステートメント関係 ', 

卵術 すべてのタイプ可能

('""•" 1 ('""•" l rteger l f iuteger l 
realJ ← real real ← l real 

Assignment double double double double 

ステートメント

← ral } complex←［二plex}complex 
complex 

" 

3) コントロール・ステートメント l剥係

DOコントロール・パラ
不可 可 不可

メタとして I土C

RETURN i 
不可 不 可 可

ステートメント *3 

4) 入出カステートメント関係

List directed l/0 * 4 可 不 可 不可

Data• directed I/0 
不可 不可 可

(N AMELIST) 5 * 

エラー•EOF•チェック 可 不可 不可

Gw. d F, E, D, I, L, に適用 不可 不可
フ

オ
mQ 不可＼門

ヽ
可 不可*6 

I 

マ
To *7 可 不可 不可

I 
ツ

卜
昭 ヽ

I 
IH+ 不可＼よ 可 可

5) 宣言ステ―'トメント閲係

" 

I I s次元
I 配 列 I 3次元
I 

7次元

EQUIVALENCE での 1-n次
nこ3 ！ 1 次

I ！ 1-n次
添字付変数の添字の数 n:S: 3 

DATA イニシャリゼー
可 不可 I I i可

ション

WORD LENGTH n 

BITS *8 
不可 可 ＇ I不可
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項 目
リーズ 2200 HITAC 5020 IBM 

FORTRAN K HARP FORTRAN IV 

6) サププ ，ログラム9関係

intrinsic 関数 付表 1 参照 FORTRAN K と同様,,,, 

付表 2 参照
FORTRAN K に加えて

FORTRAN K と同様LOGlO, TAN, COSH 
SINH, CBRT, 

basic external関数
DTAN, DTANH, DC-
OSH, DSINH, DCBR-
T, DCABS, DCEXP, 
DCLOG, DCSIN, 
DCCOS, DCSQRT 

ENTRYステートメント 不可 不可 可

サプルーチゾ CALLの
可 不可 可引数として，

OVERFL (j) K に加えて
FORTRAN K と同様

ハード• ウェア・チェック DVCHK (j) IF ACCUMULATOR 

SLITE (n) OVERFLOW 
サブルーチン SLITET (n, j) n1, n2 

及び SSWTCH (n, j) IF QUOTIENT 
OVERFLOW 

ステートメント n1, n2 
IF DIVIDE 

CHECK 
ni, n2 

IF (SENSE LIGHT i) 
ni, n2 

IF (SENSE SWITCH 
n1, n2 

サプルーチンrUMP ステートメンント サプルーチン DUMP 

デバッギング PDUMP DEBUG DUMP PDUMP 
MDUMP DEBUG VALUE 

サプルーチン
ステートメント DEBUG FLOW 

及び rEG!N TRACE DEBUG TERM I 

ステートメント
'END TRACE 

BEGIN FLOW 

・END  FLOW 

CLOCK (I) DPON 
な し

その他 プルーチ OFSON (I) DPOFF 

OFSOFF (I) 

7) そ の 他

コンティニュエーション
19 行

4行 (32K以下）
19 行

・ライン 9行 (32K以上）

ドラム関係
不可 可 不可

ステートメント
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付表

Intrinsic閲数

引数 閲数

付表 2

Basic external関数

引数 関数

1 ABS R R 

2 IABS I I 

3 DABS D D 

4 AINT R R 

5 INT R I 

6 !DINT D I 

7 AMOD R R 

8 MOD I I 

， AMIN 0 11・・・In R 

10 AMIN 1 Rt・"Rn R 

11 MIN 0 I1・・・In I 

12 MIN 1 Rt .. ・Rn I 

13 DMINl D1 .. ・Dn D 

14 AMAX 0 Ii・・・In R 

15 AMAX 1 R1・・・Ra R 

16 MAX 0 11・・・In I 

17 MAX 1 R1・・・Rn I 

18 DMAX 1 Di・・・Dn D 

19 FLOAT I R 

20 DFLOAT I D 

21 IFIX R I I 

22 SIGN R1, R, R 

23 !SIGN 11, 12 I 

24 DSIGN Di, D, D 

25 DIM Ri. R2 R 

26 IDIM Ii, lz I 

27 SNGL D R 

28 REAL 
I 

C R 

29 AIMAG C R 

30 DBLE R D 

31 CMPLX R,, R2 C 

32 CONJG C C 

＊
 

＊
 

1

2

3

 
*

＊

*

 

＊

＊

 

＊

＊

 

＊
 

＊

＊

 

＊
 

＊
 

*

＊

*

 

＊
 

＊
 

＊
 

R R 

D D 

C C 

4 I ALOG R R 

5 DLOG D D 

6 CLOG C C 
_, --
7 ALOGlO R R I * 

8 DLOGlO D D 

9 SIN R R I * 
10 DSIN D D 

11 CSIN C C 

I R R 

I D D 
C C 

I 

I 
! R R 

C I R 

SQRT 
I 

R I R 

DSQRT D I D 
！ 

CSQRT C I C 

ATAN R R 

DATAN D D 

ATAN 2 R,. R2 R 

DATAN 2 D1, D, D 

I Di, D2 I D 

I I 

I I 

ICOMPL I I 

IEXCLR I I 

12 

13 

14 

15 

r

ー

ー

}

―

1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
-
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
 

EXP 

cos 
DCOS 

ccos 

TANH 

CABS 

DMOD 

IAND 

IOR 

＊
 

DEXP 

CEXP 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊ 

＊ 

＊
 

注 1) R; 実数

D; 倍精度実数

C; 複索数

I ; 整数

注 2) *; HARPの方が，引数の型の種

類が多いか，あるいはHARP

の閲数の型と異なる。

注 3) FORTRANKでは Intrinsic閲数と

Basic external閃数の区別はない。

ここではJISに従つて分けてある。
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*l. 文字型定数nHX……Xのかわりに：……x:とこで文字列を囲ったもの。

（コーディング・シートに＠とかくと， リストには：と印刷される。）

* 2. znと10進数の閲係。

n 10 進 数

23 8 3 8 8 6 0 8 

27 134217728 

31 2147483648 

35 3 4 3 5 9 7 3 8 3 6 8 

54 1 8 0 1 4 3 9 8 5 0 9 4 8 1 9 8 4 

55 3 6 0 2 8 7 9 7 0 1 8 9 6 3 9 6 8 
I 

63 9223 372036854775808 

70 1 1 8 0 5 9 1 6 2 0 7 1 7 4 1 1 3 0 3 4 2 4 

110 1 2 9 8 0 7 4 2 1 4 6 3 3 7 0 6 9 0 7 1 3 2 6 2 4 0 8 2 3 0 5 0 2 4 

* 3. CALLの際指定した iの値によって左から i番目のステートメントレベルで示されたステートメントヘもどる。

*4. FORMAT指定なしで， リストに苫かれた順序に従ってデータの 1/0を行なう。

*5. データをデータ名と共に出したり，外部媒体上のデータ名で指定の変数にデータを入れる。

* 6. Field descripterに対するデータに対してのみ使用する。

* 7. 1レコード内で，次のデータが， トップから数えて何桁目から始まるかを示す。

*8. 実数型定数の 1語の長さを指定する。 n =32, 64, 128 

* 9. マルテイプル・エントリーがサプルーチンの中で可能となる。
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4. HITAC 5020 HARPで作られたデックを NEACにかけるための変換注意事項

ここで述べるものは HITAC 5020 HARPのために作成されたカード・デックを， NEACのシス

テムにかける場合に書換を要する点，並びに結果に影聾を及ぼす相逃点を列挙したものである。し

かしこれらの項目は，主に双方のマニュアルの比較により拾い出したものであり，全ての相迎点を

網羅しているとはいい難い。従ってここには挙がっていない文法上の迩い等のために，エラーが生

じたり異った結果が出ることは往々にしてあり得る事なので，得られた結果については十分検討す

る必要がある。 (NEACFORTRANについては昭和43年 9月現在の FORTRANKに準拠する。）

1) カード・デック

0 カードは IBMの H コ＇ニドでパンヂしたものに限られる。

は取り除かなければならない。 （昭和43年11月より改訂の予定）

0 1桁目に＄マークのあるカードは全て取り除き，改めて NEACFORTRANの制御カード

を挿入しなければならない。 （制御カードの付け方については25頁参照。）

0 サブプログラムを含むデック編成においては，カードデックの順序として，サブプログラム

のデックよりもそれを呼ぶステートメントを含むデックが先に現われなければならない。

HARPのようにサププログラムを前に出す事は許されない。 (27頁参照）

2) 宣言文， DATA文

O 型宣言文で以下のものは許されない。

WORD LENGTH n BITS 

DOUBLE LENGTH INTEGER 

QUADRUPLE PRECISION 

DOUBLE PRECISION COMPLEX 

NEAC FORTRANではこれらのデータ型は定義されていないので，定数並びに FUNCTION

文の型としても以上のものは許されない。

0 同じデータ型でも精度は異る。 (37頁参照）

0 同一変数名に異った型の宣言文を 2重に書くとエラーになる。

o DATA文により倍精度実数型変数並びに複素数型変数に， 文字定数或いは 8進数を格納す

る事はできない。

o DATA文で論理型変数に 8進数を格納すると，左端の 2桁のみが格納される。

o DATA文に 8進定数を書べ場合， 0の前に桁数の表示が要る。

nOd心……dn 但し， l~n~16

尚，変数に格納できる桁数は

整数型で 8桁まで

実数型で 16桁まで

である。
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o DATA文により変数に文字型データを格納する場合，

変数に格納できる文字数は

整数型で 4文字まで

実数型で 8文字まで

である。

o DATA文中に論理定数を書く場合

T 又は .T. 

F 又は .'.F. 
.,,' 

の表現を用いてはならない。必ず

. TRUE. 

. FALSE. 

と書かなければならない。

3) 定数

0 整数型定数は 8388607(2?8-1)を越えてはならない。

0 複索数型定数の括弧の中に倍精度実定数を瞥いてはいけない。

0 倍精度実定数はD:始まる指数部のついたものに限られる。プログラムの中にDで始まる指

数部がなくて精度が11桁以上ある定数が甚いてあると， コンパイラーが自動的に下位の桁を打

ち切って 1倍精度にする。 (WARNINGメッセージが出る。）

。 文字型定数 nHx1x2……芯で nが8より大きいものは許されない。変数に格納する場合は

整数型で 4文字まで

実数型で 8文字まで

である。

4) 式

0 取扱われる数値の範囲と精度が異るから実行後の結果は必ずしも同ーとはならない。

0 1倍精度同志の四則演卵又はベキ乗卵の結果は 2倍精度にならない。

0 文字定数を関係式の中に書いてはいけない。一度変数に代入した上で比校する事。 （項目 5

代入文参照）

0 一般に，演算結果，代入文でのデータ型の変換，入出力でのテータ型の変換の際にオーバー

フローが生じた時の処置は同じではない。

｛エラー・メッセージの有無

オーバーフロー後の値

0 除数が 0の除卵を行なってもメッセージは出ない。除数が 1であるものとみなして除卵を行

わずに計卵を続行する。 （整数型でも実数型でも同じ。）. r 
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o a** bで a=O,b~O の時の結果は以下のようになる。

a=O, b=Oならば 1 

a= 0, b く0ならば オーバーフロー

（実数型の場合も，これに準ずる。）

何れの場合もメッセージが出る。

5) 代入文

0 代入文の右辺に文字定数を書いた時，左辺の変数に格納できる文字数は

整数型なら 4文字まで

実数型なら 8文字まで

である。

6) DO文

0 一般形

DO n i = m 1, m2, m,: 

において m1,m2, m: が j土Cの形であることは許されない。整数型の定数又は添字なし変

数だけが許される。

o DOの端末文として，以下のものを含む論理 IF文は許されない。

GO TO文

算術 IF文

DO文

RETURN文

STOP文

7) ハードウェア IFステートメント

0 以下に述べる FORTRANIIのステートメントは何れも使用できない。

IF (SENSE LIGHT i) n1, n:i 

IF (SENSE SWITCH i) n1, n:i 

IF ACCUMULATOR OVERFLOW n 1, n2 

IF QUOTIENT OVERFLOW nぃn2

IF DIVIDE CHECK n:, n2 

SENSE LIGHT i 

8) 入出力文

0 入出力装置指定のユニット番号が異なる。 CALLRENAME文のカードの挿入により，変

更しなければならない。 (28頁参照）

0 入出カリストで DO型くり返しの重なりは 3重までしか許されない。
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o DO型並びのくり返し指定

i = m 1, m:2, m:i 

においてm1,m:, m: には整数型の定数又は添字なし変数のみが許され， j土Cの形は書けない。

o HARPでは出カリストのない 2進形式の WRITE文によって一定砿の 0からなるレコード

が作成されるが， NEACFORTRANの場合，出カリストのない 2進形式の WRITE文によ

って作成されるレコードには，何が書き込まれるかわからない。従って 0からなるレコードを

作成する場合にも，出カリストは必ず書かなければならない。

9) FORMAT文

0 改行指定の制御用文字として

IH+ 

を用いてはならない。

（昭和43年11月に改訂の予定）

o nQの形のベキ因子は使えない。 （昭和44年3月に改訂の予定）

0 99より大 い反復数は許されない。 （昭和44年 3月より1-33まで拡張の予定）
・1 

0 り返しの括弧レベルは 2まで。但し，一番外側の括弧は含めない。

（昭和44年3月より:;;,レベル3まで拡張の予定）

, o 不定回くり返しの場合，最後の右括弧に出会った場合にのみ前にもどる。この時，書式仕様

の内部に括弧があれば，最後から 2番目の右括弧に対応する左括弧（反復数も含めて）にもど

る。苔式仕様の内部に括弧がなければ一番外側の左括弧にもどる。

0 入カリストが

倍箱度実数型

複 索 数 型

論 理型

のll甘， A 欄記述子又は O欄記述子により文字型データ或いは 8進数を読み込む事はできな

し、

゜
o A欄記述子により文字型データを変数に入力する場合，入力できる文字数は

整数型で 4文字まで

実数型で 8文字まで

である。

0 0欄記述子により 8進数を変数に入力する場合，入力できる桁数は

整数型で 8桁まで

実数型で 16桁まで

である。

o A又は O以外の欄記述子による出力で，出カフィールドより出カデータの方が長い時は出

カフィールドの全体に II*II がプリントされる。

免9
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O欄記述子による出力の場合，出カデータの長さは常に16桁で

出カフィールド>16

ならばデータは出カフィールドの左詰にプリントされ 、、：→

出カフィールド<16 . -!、
ならばデータの左端からプリントして右に余ったものは捨てられる。

0 FORMATを配列内に定義する場合， 1つの配列要索の格納文字数は

整数型配列の場合 4文字

実数型配列の場合 8文字

である。この点に注意して，必要があれば配列への FORMAT文の格納方法を変えなければ

ならない。

10) 組み込み関数，基本外部関数，システム・サプルーチン

0 組み込み閲数は各々について関数の型と引数の型が一義的に定められている。これについて

国マニュアルにより確かめる必要がある。 (40頁参照）

o HARPの屈本外部関数では引数が 1倍精度でも関数の型は2倍精度になるが， NEACFOR-

TRAN互では引数が 1倍精度なら関数型も 1倍精度である。

0 実数型と倍精度実数型で名前の違う組み込み関数或いは晶本外部閲数は区別して使わなけれ

は'.t.ょらない。

ABS DABS 

AMOD DMOD 

SIGN DSIGN 

AMAX 1 DMAX 1 

AMIN 1 DMIN 1 

0 複素数を実引数とする SNGL関数は存在しない。特に複素数型の式を実引数として用いる

場合， SNGL関数を用いないように注訟する事。

0 次に挙げる抵本外部関数は使えない。

EXPlO, TAN, COSH, SINH, CBRT 

DEXPlO, DTAN, DTANH, DCOSH, DSINH, DCBRT 

(2語長整数型に関するものとして）

IDFIX 

（倍精度複索数型に関するものとして）

DCABS, DCEXP, DCLOG, DCSIN, DCCOS, ・DCSQRT 

(4倍精度実数型に閲するものとして）

QEXP, QLOG, QLOGlO, QA TAN, QA TAN 2, QSIN, QCOS, QSQRT 

（その他）

IBTOD 

FORTRAN Ilの関数名
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0 以下のシステム・サプルーチンは使えない。

OFSON, OFSOFF, DPON, DPOFF 

o CALL CLOCK (i) 

の鮎果， iには milli-second単｛立の時間が与えられる。

o CALL CHAIN (R, T) 

の形は許されない。

11) サププログラムの引数に関する注意

o CALL文又は関数引川の実引数に文関数名は許されない。

0 実引数が文字定数のII炸，対応する仮引数は実数型でなければならない。

0 仮引数の名前が COMMON文の並びに現われてはいけない。この場合は COMMON領域

を通じてのみ情報の受け渡しをする堺。

o DIMENSION文に現われた配列名が仮の引数であって， その大きさを整数型変数で指定す

る場合，それらの整数型変数は仮引数の並びに入っていなければならない。

0 配列名が仮引数の時，その配列の各次元の長さは仮引数名に対する DIMENSION文に従い，

実引数の配列の次元の長さには1見l係しない。

0 実引数が配列要索名で仮引数が 1次元の配列名の時， HARPでは仮引数配列の第 1要索が

実引数の 1つ後ろの配列要索に対応する。しかし NEACFORTRANでは実引数の配列要索

そのものと仮引数配列の第 1要索とが対応する。

今，実引数 A(i), 仮引数Xとすると各要索の対応は次のようになる。

HARP A(i+k) •——• X (k) 

NEAC FORTRAN A(i+k-1)←ー一→ X (k) 

k=l, 2, ......... 

12) BLOCK、DATA UB ROGRA 

o BLOCK DATA SUBPROGRAMでブランク COMMON(無名 COMMON) に初期値を

与えてはいけない。

(NEAC FORTRANではプランク COMMONに初期値を与える方法は用意されていない。）

o BLOCK DATA SUBPRJGRAMを合むカードデックの編成は 30頁に従って作成しなけれ

ばならない。

13) DRUMに関するステートメント

o DRUMにl対するステートメントは全て使用できない。

READ DRUM v, k 

WRITE DRUM v, k 

READ DRUM PROCEED v, k 

WRITE DRUM PROCEED v, k 

CALL DMTEST (i) 
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DRUM DIMENSION 

DRUM COMMON 

 
14) デバッグ・ス トメント

0 デバッグ川＼文は全て異るので以下のものは使えない。

DEBUG VALUES n1, n2, IF (e) a1, a2, …… 

DEBUG VALUES n1, n2, a1, a2, …… 

DEBUG FLOW n1, n2 

DEBUG DUMP n, IF (e) a1, a2, …… 

DEBUG DUMP n, a1, aュ……

DEBUG TERMINATE n, IF (e) 

DEBUG TERMINATE n 

（但し NEACFORTRANには BEGINTRACE, END TRACE, BEGIN FLOW, END;・

FLOWがある。）

15) チェイン・ジョプ

o NEAC FORTRANでのチェイン・ジョプは HARPにおけるサブプログラム単位の overlay

の手法とは異り，各チェインごとにメインプログラムを持ち，オプジェクト・プログラムは各

チェインごとに完全に入換えられる。但しブランク COMMONの領域だけはチェイン間で保

存されるので，この領域を通じてチェイン間の情報の受け渡しができる。

詳細は28頁参照の事。

参考資料

(1) プログラム・マニュアルHITAC 5020, 5020E/F FORTRAN (HARP) (5020ー3—005—02)

日立製作所

(2) プログラムぽ換えの手引 (1)〔FORTRAN-K←―---+HARP—5020〕（第 1 版）

東北大学大型計卵機センター設置準備本部

(3) NEACーシリーズ 2200FORTRANコンパイラK説明苫 (EOI-39807) 日本電気

- 48-



5. HARPから NEACFORTRANへの変換のためのチェック・リスト

〔これは変換注意事項の要約である。〕

(• カードは IBMの H コーてでパンチしてあるか。

→部空白のカー J_$._は記除~ヵャー（昭和4-3年H丹より改訂の予定）一

• 制御カードは全て差換えたか。

• デック編成の迩いを考廊したか。

②•データ型，精度の指定で以下のものを使っていないか。

WORD LENGTH n BITS 

DOUBLE LENGTH INTEGER 

QUADRUPLE PRECISION 

DOUBLE PRECISION COMPLEX 

③•倍精度実数型，複索数型変数に文字型データ又は 8 進数を格納しようとしていないか。

•文字定数， 8進数を変数に格納する時，データ型と格納文字数（又は桁数）の対応を考磁したか。

• 8進定数で 0の前に桁数の表示をつけたか。

• 論理定数にT,F,.T.,.F.の表現を用いていないか。

• 倍精度実定数にD指数部を付けたか。

• 整数型定数で 8388607より大きいものを書いていないか。

•複索数型定数の括弧の ijJ に， D指数部のついた定数を書き込んでいないか。

• 文字定数を閲係式の巾に書いていないか。

④ •DO 文又は入出カリストの DO 型くり返しのパラメータ i =1n1, m:・, m:: において， m1,mこ●

lTI:: にj土 Cの形を使っていないか。

•以下の文を含む論理 IF 文を，

GO TO文

卵術 IF文

DC>文

RETURN文

STOP文

DO文の端末文として使っていないか。

⑤ • CALL RENAME文の抑入により，

•入出カリストの DO 型くり返しの重なりが 4 重以上になっていないか。

 
• 2進形式の全ての WRITE文に出カリストが書いてあるか。

⑥2的 RMA-T・文で改行指定文字に:--tH+を使らていな后力▽ー（昭和4~年H月より改訂の予定》

nQの形のベキ因子を使っていないか。 （昭和44年 3月より改訂の予定）

• 100以上の反復数を使っていないか。 （（昭和44年3月より， 133まで使用可能になる）

• くり返しの括弧のレベルが 3以上になっていないか。 （昭和44年3月より， 3重まで使用可能に

なる）



• 不定回くり返しの迩いを考磁したか。

•配列内に FORMAT を定義する時，配列内に格納できる文字数の迩いを考磁したか。

(• 組み込み関数並びに屈本外部I対数で関数名と引数の型， I対数の型の対応を確かめたか。

• 次に浩げる腿本外部関数を使っていないか。

EXPlO, TAN, COSH, SINH, CBRT 

DEXPlO, DT AN, DT ANH, DCOSH, DSINH 

DCBRT, IDFIX 

引数が倍緒度複索数型のもの

引数が 4倍精度実数刑のもの

IBTOD 

FORTRAN JIの関数名

•SNGL I附l数の引数に複索数を使っていないか。

• 以下のシステム・サブルーチンを使っていないか。

OFSON, OFSOFF, DPON, DPOFF 

• CALL CLOCK (i)の結果 iには milli-second単位のII炸間が与えられることを考屈したか。

⑧ • 文役l数名を実引数に書いていないか。  冷＂ ， 

•実引数が文字定数の時，対応する仮引数は実数型になっているか。

• 仮引数が COMMON文の中に現われていないか。

• 仮引数配列の大きさを指定する整数型変数が，仮引数の並びの 111に入っているか。

• 仮引数配列の構造は仮引数配列名に対する DIMENSION文によることを考廊したか。

•実引数が配列要索名で仮引数が配列名の時，要素の対応の迩いを考磁したか。

⑨ • BLOCK DAT A SUBPROGRAMでブランク COMMONに初期値を与えていないか。

⑩ •FORTRAN JIのハードウェア IFステートメントを使っていないか。

•DRUM に閲するステートメントを使っていないか。

•HARP のデバッグ・ステートメントは全て除いたか。

⑪ • チェイン・ジョブの方法を変えたか。
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TEL池 ¥El(61) 1125 
内線 2101-2106(事務）

2581-2582 (受付）
戸区東野田町 9の210(工学部内）

大阪市都四—
ン（東野田地区）・・・

内線 462

＊データ・ステーショ
TEL大阪 (351)6351 

大阪市福島区掌島浜通3
の1・2(医学部¥I付屈病院内）

＊データ・
ステーショソ（中之島地区） ... TEL大阪 (451)0051 内緑 310

＊センター
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